水戸公教授の略歴と業績 by unknown
コ
二
戸
略
歴
一
、
略
年
譜
大
正
十
年
十
二
月
昭
和
十
七
年
九
月
昭
和
十
七
年
十
月
昭
和
一
二
年
三
月
昭
和
二
一
年
四
月
昭
和
二
四
年
三
月
昭
和
二
四
年
四
月
昭
和
二
九
年
三
月
昭
和
二
九
年
四
月
昭
和
三
一
年
三
見
昭
和
コ
二
年
四
月
戸
公
教
授
の
略
歴
と
業
績
山
口
県
に
生
れ
る
山
口
高
等
商
業
学
校
本
科
卒
業
三
菱
化
工
機
株
式
会
社
入
社
同
社
退
社
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
入
学
同
学
卒
業
九
州
帝
国
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生
に
採
用
さ
る
同
特
研
生
後
期
を
終
え
る
熊
本
商
科
大
学
講
師
就
任
同
大
学
辞
任
同
志
社
大
学
商
学
部
助
教
授
就
任
公
教
授
の
略
歴
と
業
績
1 
昭
和
三
六
年
三
月
立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
〉
同
学
辞
任
昭
和
三
六
年
四
月
昭
和
一
一
一
七
年
四
月
昭
和
四
一
年
三
月
昭
和
五
八
年
三
月
昭
和
六
二
年
三
月
四
月
七
月
十
月
2 
立
教
大
学
経
済
学
部
助
教
授
就
任
同
学
教
授
に
昇
格
経
営
学
科
長
就
任
(
二
年
間
)
経
済
学
博
士
の
学
位
を
九
州
大
学
よ
り
受
け
る
立
教
大
学
院
博
士
課
程
主
任
就
任
(
二
年
間
)
立
教
大
学
を
定
年
退
職
東
洋
大
学
教
授
に
就
任
立
教
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
と
な
る
社
会
学
部
非
常
勤
講
師
と
な
る
立
教
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
る
中
国
、
山
東
省
経
済
管
理
幹
部
学
院
よ
り
名
誉
教
授
に
聴
さ
れ
る
二
、
非
常
勤
講
師
お
よ
び
学
術
講
演
右
の
期
間
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
弘
前
大
学
、
東
京
教
育
大
学
、
法
政
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、
東
洋
大
学
、
専
修
大
学
、
武
蔵
大
学
、
静
岡
大
学
、
新
潟
大
学
、
金
沢
大
学
、
京
都
大
学
、
広
島
修
道
大
学
、
北
九
州
大
学
、
九
州
産
業
大
学
、
九
州
大
学
、
西
南
大
学
、
久
留
米
大
学
、
鹿
児
島
大
学
、
沖
縄
国
際
大
学
等
に
出
講
す
。
学
術
講
演
を
、
東
北
大
学
、
高
崎
経
済
大
学
、
関
東
学
園
大
学
、
埼
玉
大
学
、
明
治
大
学
、
一
橋
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
、
南
山
大
。
、「ノ 学
、
早
稲
田
大
学
、
関
西
大
学
、
同
志
社
大
学
、
徳
山
大
学
、
九
州
産
業
大
学
、
熊
本
商
科
大
学
、
鹿
児
島
短
期
大
学
等
に
て
お
こ
な
三
、
学
会
役
員
日
本
経
営
学
会
の
幹
事
・
理
事
、
組
織
学
会
の
理
事
・
常
任
理
事
、
日
本
労
務
学
会
の
理
事
・
常
任
理
事
・
代
表
理
事
、
経
営
哲
学
学
会
常
任
理
事
、
経
営
教
育
学
会
理
事
な
ど
を
つ
と
め
る
。
四
、
外
遊
昭
和
四
三
年
昭
和
四
九
年
昭
和
五
六
年
昭
和
五
七
年
昭
和
五
九
年
昭
和
六
一
年
昭
和
六
二
年
国
際
経
営
学
大
会
(
ウ
ィ
ー
ン
)
に
日
本
代
表
と
し
て
文
部
省
よ
り
派
遣
さ
れ
出
席
。
終
っ
て
欧
亜
数
ヶ
国
を
歴
訪
。
立
教
大
学
よ
り
海
外
研
究
と
し
て
、
ソ
連
、
東
欧
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
西
欧
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
る
。
日
中
人
文
社
会
科
学
交
流
第
一
回
訪
中
団
の
副
団
長
と
し
て
主
と
し
て
東
北
地
方
を
訪
れ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
主
催
「
日
本
的
経
営
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
適
用
」
会
議
に
出
席
。
立
教
大
学
よ
り
、
フ
ォ
レ
ッ
ト
研
究
お
よ
び
日
本
の
海
外
企
業
研
究
の
た
め
米
、
欧
、
亜
に
調
査
。
日
中
企
業
管
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
北
京
大
会
に
て
報
告
、
西
安
、
上
海
を
訪
れ
る
。
中
国
企
業
管
理
協
会
に
招
か
れ
泰
安
に
て
八
日
間
の
講
義
、
山
東
経
済
管
理
幹
部
学
院
を
済
南
に
訪
れ
る
。
戸
公
教
授
の
略
歴
と
業
績
3 
立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
〉
業
績
目
論
て
著
書
装
置
工
業
論
序
説
有
斐
閣
個
別
資
本
論
序
説
|
経
営
学
批
判
|
森
山
書
庖
経
営
学
講
義
未
来
社
ア
メ
リ
カ
経
営
思
想
批
判
l
現
代
大
企
業
論
研
究
l
個
別
資
本
論
序
説
増
補
版
|
経
営
学
批
判
l
森
山
書
眉
ド
ラ
ッ
カ
ー
ー
自
由
・
社
会
・
管
理
|
官
僚
制
|
現
代
に
お
け
る
論
理
と
倫
理
|
未
来
社
未
来
社
公
と
私
未
来
社
人
聞
の
学
と
し
て
の
経
営
学
産
業
能
率
大
学
出
版
部
経
営
学
同
文
館
自
由
と
必
然
l
わ
が
経
営
学
の
探
究
l
文
真
堂
経
営
学
増
補
版
同
文
館
日
本
人
と
会
社
中
央
経
済
社
財
産
の
終
着
l
組
織
社
会
の
支
配
構
造
|
文
真
堂
4 
昭
和
三
二
年
昭
和
三
四
年
昭
和
四
O
年
未
来
社
昭
和
四
O
年
昭
和
四
三
年
昭
和
四
七
年
昭
和
四
八
年
(
毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞
)
昭
和
五
一
年
昭
和
五
二
年
昭
和
五
三
年
昭
和
五
四
年
昭
和
五
六
年
昭
和
五
六
年
(
経
営
科
学
文
献
賞
受
賞
)
昭
和
五
七
年
月
七
月
四
月
十
月
四
月
十
月
十
月
九
月月月
四
月
二
月
五
月
十
月
会
社
つ
て
な
ん
だ
カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク
ス
現
代
の
学
と
し
て
の
経
営
学
講
談
社
学
術
文
庫
恥
を
捨
て
た
日
本
人
未
来
社
二
、
共
・
編
書
経
営
学
史
(
共
著
)
世
界
書
院
ア
メ
リ
カ
労
務
学
説
研
究
(
共
編
)
未
来
社
経
営
経
済
学
本
質
論
(
共
編
)
中
央
経
済
社
大
企
業
に
お
け
る
所
有
と
支
配
(
共
著
)
未
来
社
ド
ラ
ッ
カ
ー
i
新
し
い
時
代
の
予
言
者
(
共
著
)
フ
ォ
レ
ッ
ト
(
共
著
)
同
文
館
三
、
訳
業
J
・
A
-
プ
ラ
イ
ト
著
有
斐
閣
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
(
訳
)
立
教
経
済
学
研
究
二
十
一
同
志
社
商
学
十
つ
一
)
R
・
I
-
ラ
l
ナ
!
「
最
大
二
O
O社
に
お
け
る
所
有
と
支
配
」
未
来
社
L
・パ
l
リ
ッ
ツ
権
力
に
つ
か
え
る
人
々
(
共
訳
)
タ
ウ
ン
・
ハ
ル
セ
l
・ロ
l
ワ
ン
賃
金
論
集
(
分
益
制
・
割
増
賃
金
制
)
未
来
社
一二一戸
公
教
授
の
略
歴
と
業
績
(
共
訳
)
昭
和
五
九
年
昭
和
六
O
年
十
二
月
昭
和
六
二
年
昭
和
四
O
年
十
二
月
昭
和
四
三
年
昭
和
四
五
年
昭
和
四
八
年
昭
和
五
四
年
昭
和
六
一
年
昭
和
三
三
年
(
一
)
昭
和
四
二
年
昭
和
四
二
年
昭
和
四
四
年
5 
月月月
二
月
四
年
九
月
二
月
七
月
五
月
九
月
五
月
M
・
P
-
フ
ォ
レ
ッ
ト
立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
)
未
来
社
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
テ
ィ
ニ
組
織
行
動
の
原
理
動
態
的
管
理
l
(共
訳
)
ア
〆
リ
カ
に
お
け
る
「
年
次
教
員
評
価
書
式
と
実
例
」
立
教
経
済
学
研
究
三
八
(
四
)
フ
ラ
ン
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
リ
ー
ト
立
教
経
済
学
研
究
三
十
(
一
)
6 
昭
和
四
七
年
昭
和
五
一
年
昭
和
六
O
年
装
置
の
特
異
的
性
格
四
、
論
文
(
主
と
し
て
経
営
学
関
係
の
み
、
国
会
図
書
館
の
目
録
に
よ
り
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
の
作
成
せ
る
も
の
)
昭
和
二
七
年
装
置
工
業
労
働
力
論
装
置
工
業
論
序
説
三
装
置
工
業
論
序
説
一
経
済
学
研
究
十
八
巻
(
一
号
)
九
州
大
学
経
済
学
会
装
置
工
業
論
序
説
二
経
済
学
研
究
十
九
巻
(
一
号
〉
九
州
大
学
経
済
学
会
熊
本
商
大
論
集
二
労
務
管
理
論
に
お
け
る
機
械
化
原
理
と
人
格
化
原
理
同
文
舘
個
別
資
本
運
動
説
の
展
開
ベ
ー
ス
賃
金
制
度
論
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
六
(
十
一
)
日
本
経
営
学
会
編
『
経
営
学
の
新
展
開
』
(
経
営
学
論
集
二
七
)
同
志
社
商
学
八
(
ニ
)
経
営
学
に
お
け
る
上
部
構
造
論
と
個
別
資
本
運
動
説
新
潮
社
経
理
知
識
六
(
一
・
ニ
)
『
資
本
論
』
原
本
第
ニ
巻
の
部
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
(
十
四
)
営
利
原
則
と
企
業
維
持
原
則
社
会
政
策
学
会
第
十
四
回
大
会
の
記
同
志
社
商
学
(
九
)
「
経
営
の
二
重
性
」
雑
記
企
業
の
基
本
的
性
格
同
志
社
商
学
入
(
五
〉
藻
利
重
隆
教
授
の
見
解
に
よ
せ
て
岩
尾
裕
純
氏
の
論
文
に
よ
せ
て
経
営
セ
ミ
ナ
ー
二
(
七
)
個
別
資
本
運
動
研
究
一
・
同
志
社
商
学
九
(
四
・
五
)
昭
和
二
八
年
昭
和
三
O
年
昭
和
三
O
年
十
一
月
昭
和
三
一
年
昭
和
三
一
年
昭
和
三
一
年
昭
和
一
一
二
年
十
二
月
昭
和
三
一
年
十
二
月
昭
和
三
二
年
昭
和
三
二
年
昭
和
三
二
年
ノ、
月
ノ、
月
二
月
四
月
七
月
十
月
七
月
七
月
七
月
七
月
七
月
十
月
個
別
資
本
説
に
お
け
る
意
識
性
の
問
題
経
済
評
論
七
(
十
一
)
組
織
論
小
論
同
志
社
商
学
十
(
五
)
友
禅
業
に
お
け
る
階
層
分
析
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
二
経
営
技
術
の
理
論
個
別
資
本
の
技
術
的
性
格
同
志
社
商
学
十
一
(
一
)
個
別
資
本
説
に
お
け
る
「
組
織
」
観
大
木
秀
男
教
授
・
牛
尾
真
造
教
授
の
見
解
総
論
説
友
禅
業
、
総
括
宗
藤
・
黒
松
編
『
伝
統
産
業
の
近
代
化
、
京
友
禅
業
』
我
が
国
に
お
け
る
経
営
近
代
化
の
基
本
問
題
経
営
技
術
三
十
三
テ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
小
論
同
志
社
商
学
十
一
一
(
一
)
「
工
業
経
営
論
」
入
門
同
志
社
商
学
十
二
(
一
)
会
社
支
配
と
株
式
の
分
散
立
教
経
済
学
研
究
十
六
(
三
)
「パ
l
ナ
ム
経
営
者
革
命
論
」
批
判
(
上
)
立
教
経
済
学
研
究
十
七
(
二
)
海
道
進
著
「
社
会
主
義
企
業
経
済
学
研
究
」
に
つ
い
て
国
民
経
済
雑
誌
一
O
入
(
四
)
「パ
i
ナ
ム
経
営
者
革
命
論
」
批
判
(
下
)
立
教
経
済
学
研
究
十
七
(
三
)
ゴ
ー
ド
ン
「
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
批
判
立
教
経
済
学
研
究
十
七
(
四
)
個
別
資
本
の
規
定
に
つ
い
て
l
経
営
学
の
対
象
|
立
教
経
済
学
研
究
十
八
(
三
)
ド
ラ
ッ
カ
ー
経
営
思
想
の
研
究
糊
立
教
経
済
学
研
究
十
八
(
四
)
戸
公
教
授
の
略
歴
と
業
績
同
志
社
商
学
十
一
有
斐
閣
(一一)
昭
和
三
三
年
昭
和
三
三
年
十
二
月
昭
和
三
四
年
昭
和
三
四
年
昭
和
三
四
年
昭
和
三
四
年
十
一
月
昭
和
三
五
年
昭
和
三
五
月
昭
和
三
五
年
昭
和
三
七
年
十
一
月
昭
和
三
八
年
昭
和
三
八
年
昭
和
三
八
年
十
一
月
昭
和
三
九
年
昭
和
三
九
月
十
二
月
昭
和
四
O
年
7 
十
月
二
月
五
月
七
月月月月
七
月
十
月
二
月
二
月
立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
)
現
代
経
営
学
の
展
望
(
経
済
学
研
究
ガ
イ
ド
)
経
営
セ
ミ
ナ
ー
一
O
六
立
教
経
済
学
研
究
十
九
(
四
)
現
代
大
企
業
の
意
義
と
機
能
1
ド
ラ
ッ
カ
ー
経
営
思
想
批
判
!
石
油
化
学
工
業
の
労
働
と
賃
金
|
川
崎
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
現
状
か
ら
i
メ
I
ヨ
l
イ
ズ
ム
小
論
|
疎
外
論
ノ
l
ト
l
立
教
経
済
学
研
究
二
十
(
二
)
化
学
経
済
十
三
(
三
)
現
代
大
企
業
に
お
け
る
所
有
、
経
営
、
支
配
証
券
経
済
(
八
八
)
個
別
資
本
説
の
展
開
の
た
め
に
馬
場
編
『
経
営
学
方
法
論
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
日
本
の
経
営
学
を
築
い
た
人
び
と
|
中
西
寅
雄
!
経
済
評
論
十
七
(
四
)
個
別
資
本
の
創
始
と
経
営
技
術
学
経
済
評
論
十
七
(
四
)
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
資
本
主
義
終
藷
論
同
志
社
商
学
二
十
三
・
二
)
現
代
経
営
と
官
僚
制
(
特
集
〉
組
織
科
学
一
ニ
(
一
)
官
僚
制
と
個
人
の
尊
厳
!
ウ
ェ
l
パ
!
と
ド
ラ
ッ
カ
ー
ー
現
代
企
業
と
労
働
組
合
労
働
問
題
(
二
ニ
六
)
ド
ラ
ッ
カ
ー
理
論
の
思
想
的
基
盤
別
冊
中
央
公
論
経
営
問
題
入
会
一
)
わ
が
国
大
企
業
に
お
け
る
所
有
と
支
配
1
実
証
的
研
究
l
上
日
本
の
経
営
(
特
集
)
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
虚
像
と
実
像
|
告
発
的
性
格
を
見
落
し
た
讃
美
論
も
う
一
つ
の
論
理
四
八
(
一
〉
機
関
所
有
支
配
の
テ
ン
ポ
早
ま
る
わ
が
国
大
企
業
の
所
有
と
支
配
の
関
係
|
ト
四
八
(
一
四
)
組
織
科
学
三
(
三
)
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
管
理
価
格
特
集
エ
コ
ノ
ミ
ス
8 
昭
和
四
O
年
昭
和
四
一
年
昭
和
四
一
年
昭
和
四
一
年
昭
和
四
一
年
十
二
月
昭
和
四
三
年
昭
和
四
三
年
昭
和
四
三
年
昭
和
四
三
年
昭
和
四
四
年
昭
和
四
四
年
昭
和
四
四
年
昭
和
四
四
年
昭
和
四
四
年
十
二
月
昭
和
四
五
年
四
月月月
七
月月
四
月
四
月
七
月月
九
月
九
月
十
月月
わ
が
国
大
企
業
に
お
け
る
所
有
と
支
配
|
実
証
的
研
究
1
下
権
限
の
源
泉
に
つ
い
て
日
本
の
経
営
(
特
集
)
組
織
科
学
三
(
四
)
立
教
経
済
学
研
究
二
四
(
一
)
サ
イ
モ
ン
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
論
に
つ
い
て
立
教
経
済
学
研
究
二
因
。
一
〉
経
営
学
の
転
生
を
求
め
て
(
特
集
・
社
会
科
学
へ
の
招
待
|
経
営
学
)
別
冊
経
済
評
論
五
社
会
主
義
へ
の
接
近
|
大
島
国
雄
著
『
現
代
ソ
連
の
企
業
経
営
』
を
読
ん
で
青
山
経
営
論
集
六
三
〉
中
西
寅
雄
論
古
林
編
『
日
本
経
営
学
史
|
人
と
学
説
!
上
』
日
本
評
論
社
組
織
の
境
界
に
つ
い
て
組
織
と
環
境
(
特
集
〉
組
織
科
学
六
(
一
)
経
済
評
論
ニ
一
(
六
)
公
害
|
大
量
生
産
様
式
の
論
理
と
責
任
i
人
間
、
そ
の
行
動
|
バ
ー
ナ
ー
ド
理
論
の
基
礎
|
立
教
経
済
学
研
究
ニ
六
(
四
)
産
業
に
お
け
る
官
僚
制
の
成
立
1
マ
ル
ク
ス
の
所
論
を
中
心
と
し
て
|
立
教
経
済
学
研
究
ニ
七
(
一
)
日
本
経
営
学
会
・
七
0
年
代
の
経
営
学
の
課
題
(
経
営
学
論
集
四
二
)
千
倉
書
房
存
立
を
問
わ
れ
る
現
代
の
経
営
学
!
企
業
不
信
論
に
ど
う
答
え
る
か
|
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
五
二
つ
二
)
職
能
説
に
つ
い
て
|
フ
ォ
レ
ッ
ト
研
究
の
う
ち
l
「
高
宮
晋
教
授
記
念
論
文
集
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
下」
郵
便
事
業
は
赤
字
で
よ
い
l
政
府
が
助
成
す
る
欧
米
諸
国
|
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
五
三
つ
二
ハ
)
企
業
論
的
比
較
体
制
論
経
済
セ
ミ
ナ
ー
日
本
企
業
に
お
け
る
労
働
者
参
加
の
意
義
東
洋
経
済
(
三
九
五
O
)
山
城
章
著
「
日
本
的
経
営
論
」
組
織
科
学
一
0
2ニ〉
三
戸
公
教
授
の
略
歴
と
業
績
昭
和
四
五
年
田
和
四
五
年
昭
和
四
五
年
昭
和
四
六
年
昭
和
四
六
年
昭
和
四
六
年
昭
和
四
七
年
昭
和
四
七
年
田
和
四
八
年
昭
和
四
八
年
昭
和
四
八
年
十
一
月
昭
和
国
九
年
昭
和
四
九
年
昭
和
五
O
年
昭
和
五
一
年
昭
和
五
一
年
昭
和
五
一
年
9 
月
五
月
)¥. 
月
五
月
ノ、
月
十
月月月月
五
月
五
月
十
月
ノ、
月月
七
月
九
月
立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
)
産
業
社
会
と
は
何
か
|
財
産
中
心
社
会
か
ら
組
織
中
心
社
会
へ
経
済
評
論
一
一
六
(
二
)
同
志
社
商
学
二
八
(
五
・
六
)
昭
和
五
二
年
昭
和
五
二
年
管
理
の
本
質
に
つ
い
て
|
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
シ
ェ
ル
ド
ン
批
判
を
手
掛
り
と
し
て
|
組
織
の
民
主
的
運
営
を
阻
む
も
の
官
僚
的
運
営
を
ど
う
是
正
す
る
か
|
農
業
協
同
組
合
三
ニ
(
一
ニ
)
馬
場
克
三
論
古
林
編
・
日
本
経
営
学
史
人
と
学
説
l
千
倉
書
房
企
業
風
土
論
(
一
〉
対
談
企
業
風
土
論
会
一
)
対
談
伊
藤
光
晴
・
三
戸
公
経
済
セ
ミ
ナ
ー
伊
藤
光
晴
・
三
戸
公
経
済
セ
ミ
ナ
ー
経
営
学
序
説
立
教
経
済
学
研
究
三
一
(一一)
日
本
経
営
学
会
・
経
営
学
の
回
顧
と
展
望
日
本
経
営
学
会
五
十
周
年
記
念
特
集
(
経
営
学
論
集
第
四
七
集
)
千
倉
書
房
ド
ラ
ッ
カ
ー
経
営
学
の
特
質
l
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
中
心
と
し
て
名
城
商
学
二
七
(
四
)
日
本
史
の
な
か
の
円
高
戦
争
|
追
ら
れ
る
長
期
的
、
臣
視
的
判
断
|
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
五
六
(
一
二
四
〉
現
実
・
研
究
・
史
観
経
済
セ
ミ
ナ
ー
(
二
八
三
)
企
業
風
土
論
伊
東
編
『
日
本
の
経
済
風
土
』
日
本
評
論
社
大
企
業
の
官
僚
制
と
そ
の
社
会
的
意
義
諸
井
・
土
屋
編
『
企
業
と
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
日
本
の
経
営
の
特
性
を
い
か
に
把
握
す
る
か
組
織
科
学
十
二
(
四
)
わ
が
経
営
学
の
探
求
同
志
社
商
学
三
O
(五
・
六
)
企
業
社
会
と
共
同
体
経
済
評
論
二
八
(
入
)
10 
昭
和
五
二
年
昭
和
五
二
年
昭
和
五
二
年
昭
和
玉
二
年
昭
和
五
二
年
昭
和
五
二
年
昭
和
五
三
年
昭
和
五
三
年
昭
和
五
コ
一
年
昭
和
五
三
年
十
二
月
昭
和
五
四
年
昭
和
五
四
年
昭
和
五
四
年
昭
和
五
四
年
一一月月月
四
月
四
月
五
月
七
月
十
月月
)i、
月
/¥. 
月月月月
A 
月
利
潤
に
つ
い
て
|
主
と
し
て
マ
ル
ク
ス
と
ド
ラ
ッ
カ
ー
ー
立
教
経
済
学
研
究
三
四
(
一
〉
昭
和
五
六
年
日
本
的
経
営
と
「
家
」
立
教
経
済
学
研
究
三
五
(
一
)
昭
和
五
六
年
現
代
大
企
業
支
配
論
序
説
立
教
経
済
学
研
究
三
五
(
二
)
昭
和
五
六
年
機
関
所
有
と
支
配
立
教
経
済
学
研
究
三
五
(
三
)
昭
和
五
六
年
十
二
月
企
業
の
忠
誠
心
「
季
刊
労
働
法
」
号
昭
和
五
六
年
冬
季
号
日
本
的
経
営
の
課
題
津
田
編
『
日
本
的
経
営
』
有
斐
閣
昭
和
五
七
年
組
織
の
欧
米
型
モ
デ
ル
と
日
本
型
モ
デ
ル
演
口
・
公
文
編
『
日
本
的
集
団
主
義
』
有
斐
閣
昭
和
五
七
年
十
一
月
日
本
的
経
営
論
序
説
下
立
教
経
済
学
研
究
三
六
合
一
〉
昭
和
五
八
年
フ
ォ
レ
ッ
ト
断
章
立
教
経
済
学
研
究
三
七
(
一
)
昭
和
五
八
年
個
人
所
有
・
機
関
所
有
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
意
義
経
済
評
論
昭
和
五
八
年
用
語
と
事
実
再
び
奥
村
宏
氏
へ
経
済
評
論
昭
和
五
九
年
家
の
論
理
立
教
経
済
学
研
究
三
九
三
)
昭
和
六
O
年
バ
ー
ナ
ー
ド
理
論
の
意
義
『
バ
ー
ナ
ー
ド
生
誕
百
年
記
念
・
バ
ー
ナ
ー
ド
』
文
真
堂
昭
和
六
O
年
十
二
月
家
の
概
念
立
教
経
済
学
研
究
四
O
(三
)
昭
和
六
一
年
十
二
月
バ
ー
ナ
ー
ド
n
サ
イ
モ
ン
理
論
批
判
立
教
経
済
学
研
究
四
O
(四
)
昭
和
六
二
年
組
織
理
論
と
ピ
ュ
ロ
l
ク
ラ
シ
l
組
織
科
学
二
O
(四
)
昭
和
六
二
年
一
一戸
公
教
授
の
略
歴
と
業
績
11 
ノ、
月
六
月
九
月
十
月月
ノ、
月
ノ、
月
四
月
七
月月月
立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
)
12 
五
、
学
会
報
告
十
数
回
、
書
評
数
十
編
、
辞
典
項
目
、
調
査
報
告
書
多
数
。
六
、
社
会
学
・
心
理
学
関
係
そ
の
他
の
論
文
、
随
筆
等
は
除
く
。
